平成１６年度第１回関東学生法律討論会　問題

日本大学

分野【刑法】

　広域暴力団Ｘ組傘下のＹ組の組長甲は、やはりＸ組傘下のＺ組の組長が対立組織の組員と思われるＡに日本刀で斬殺されるという事件が起こったことから身の危険を感じ、Ｘ組組員の乙に対し、「Ｚ組組長のようなことがあるといけないから、警護をしてくれ。いちいち上の者の指示がなくても臨機に判断して動き、わしの身を護ってくれ。」と申し向けた。

　乙は、甲の申し出を了解し、けん銃で武装した方がよいと考えて、知人にけん銃の調達を依頼した。翌日、乙は、知人からけん銃を入手し、そのことを甲に報告してから、引き続きＹ組の事務所で甲の警護にあたっていた。そこに、甲宅の留守番をしていた組員から、「Ａらしき男が組長宅付近をうろついている。」との連絡が入った。

　乙はこの機会にＡを制圧して背後関係を白状させようと考え、甲に断ることなく、けん銃を携帯したまま、自動車で甲宅に急行し、甲宅の裏口付近でＡを発見した。Ａは、乙に気づき、Ｙ組関係者が襲撃してきたものと思って、乙に斬りつけるべく日本刀を抜こうとした。乙は、このままではわが身が危ないと思い、けん銃を取り出す余裕がなかったので、とっさにＡに体当たりした。Ａは、転倒してアスファルトの路面で頭部を打ち、頭蓋骨骨折の傷害を負った。

　甲及び乙の罪責を論ぜよ。

【出題】　日本大学法学部教授　設楽　裕文

